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1． 調査概要 

(1) 調査目的 

令和６年度から令和８年度までの「三田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（いきいき安心

プラン 21）」策定にあたり、厚生労働省が提示した「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査実施の手引

き」を基にして、要介護状態になる前の高齢者のリスクや社会参加の状況を把握し、地域課題を特定

するため、三田市内にお住まいの高齢者に対して、日頃の生活や介護予防、地域とのつながり、介護

の状況やサービスの利用意向などの実態を調査し計画策定における基礎的な資料を作成することを目

的に実施しました。 

 

(2) 調査の実施について 

調査種類 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

対象者 
三田市内に住む高齢者 3,300 人 

（要介護認定を受けていない方、及び要支援１・２の方から無作為抽出） 

実施期間 令和５年２月２日（木）から令和５年２月 24 日（金） 

実施方法 郵送配布、郵送回収または WEB 回収（回収率向上のための礼状兼督促はがきを実施） 

回収状況 

配 布 数：3,300 件 

有効回収数：2,310 件（郵送：2,177 件、WEB：133 件） 

有効回答率：70.0％ 

 

(3) 留意点 

分析結果を見る際の留意点は以下の通りとなっています。 

１．「n」は「number」の略で、比率算出の母数です。 

２．単数回答の場合、本文および図表の数字に関しては、すべて小数点第２位以下を四捨五入し、小

数点第１位までを表記しています。このため、百分率の合計が 100.0％とならない場合がありま

す。 

３．複数回答の場合、図中に MA（Multiple Answer）と記載しています。 

４．各種リスク判定の「非該当」には判定不能の場合も含みます。 

５．調査票の居住地域の問いにおいて「市外」と回答した場合、圏域別の集計からは除いています。

また、不明（無回答）はグラフ・表から除いている場合があります。 

６．性・年齢別の集計における「その他」は、調査票の選択肢「どちらともいえない」「回答しない」

を指します。 
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2． 回答者の属性 

(1) 圏域、年齢、性別 

 

 

(2) 認定該当状況 

 

 

(3) 回答の記入者 
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3． ご家族や生活状況について 

(1) 家族構成 

●問1 家族構成をお教えください。（１つだけ） 

 

【全体】 

○ 家族構成について、「夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上）」が 44.9％で最も多く、次いで

「息子・娘との２世帯」が 18.0％、「一人暮らし」が 16.2％となっています。 

【性・年齢】 

○ 女性の後期高齢者では「一人暮らし」が 28.1％と他の区分に比べて多くなっています。 

【圏域】 

○ 三田・三輪南では「一人暮らし」が２割を超えています。三輪北・小野・高平、広野・本

庄、藍では「息子・娘との２世帯」が約２割と他の圏域と比べて多く、フラワー、ウッデ

イ・カルチャーでは他の圏域と比べて少なくなっています。 

【家族構成】 
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【認定該当状況】 

○ 要支援１・２では、「夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上）」が 33.4％で最も多く、次いで

「一人暮らし」が 31.4％となっています。 

【家族構成】 
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(2) 暮らし・住まいの状況 

① 介護・介助の必要性 

●問2 あなたは、普段の生活でどなたかの介護・介助が必要ですか。（１つだけ） 

 

【全体】 

○ 介護・介助の必要性について、「介護・介助は必要ない」が80.3％で最も多く、次いで「何

らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」が 8.1％、「現在、何らかの介護を受

けている」が 6.9％となっています。「何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていな

い」「現在、何らかの介護を受けている」を合わせた“介護・介助が必要”は15.0％となっ

ています。 

【性・年齢】 

○ 男女ともに後期高齢者では前期高齢者に比べて“介護・介助が必要”が多くなっていま

す。 

【介護・介助の必要性】 
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【認定該当状況】 

○ 要支援１・２では 63.1％が“介護・介助が必要”となっています。 

【家族構成】 

○ １人暮らしでは、「何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」が 14.4％、「現

在、何らかの介護を受けている」が 8.8％となっています。 

【介護・介助の必要性】 
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●問3 〔介護・介助が必要な方のみ〕介護・介助が必要になった主な原因は何ですか。（い

くつでも） 

 

【全体】 

○ 介護・介助が必要になった主な原因について、「高齢による衰弱」が20.7％で最も多く、次

いで「その他」が 16.4％、「心臓病」が 14.1％となっています。「その他」の内容として、

脊柱管狭窄症、膝関節の痛み・手術等が多くなっています。 

【介護・介助が必要になった主な原因(MA)】 

［今回調査（R4 年度）］            ［前回調査（R元年度）］ 
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② 主な介護者 

●問4 〔介護を受けている方のみ〕主にどなたの介護・介助を受けていますか。（いくつで

も） 

 

【全体】 

○ 主な介護者について、「配偶者（夫・妻）」が34.0％で最も多く、次いで「娘」「介護サービ

スのヘルパー」が 23.3％、「息子」が 20.1％となっています。「その他」の内容として、選

択肢以外の家族等が多くなっています。 

【圏域】 

○ 三田・三輪南では「娘」が 43.8％、藍では「配偶者（夫・妻）」が 60.0％と他の圏域に比

べて多くなっています。 

【家族構成】 

○ １人暮らしでは、「介護サービスのヘルパー」が57.6％と他の区分に比べて多くなっていま

す。 

【主な介護者(MA)】 

［今回調査（R4 年度）］           ［前回調査（R元年度）］ 
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③ 経済状況 

●問5 現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか。（１つだけ） 

 

【全体】 

○ 経済状況について、「ふつう」が 58.1％で最も多く、次いで「やや苦しい」が 23.6％、「大

変苦しい」が8.2％となっています。「大変苦しい」「やや苦しい」を合わせた“苦しい”は

31.8％となっています。 

【経済状況】 
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④ 住まいの状況 

●問6 お住まいは一戸建て、または集合住宅のどちらですか。（１つだけ） 

 

【全体】 

○ 住まいについて、「持家（一戸建て）」が79.6％で最も多く、次いで「持家（集合住宅）」が

12.1％、「公営賃貸住宅」が 2.3％となっています。 

【住まい】 

［今回調査（R4 年度）］            ［前回調査（R元年度）］ 
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4． からだを動かすことについて 

(1) 運動・転倒の状況 

●問7 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか。（１つだけ） 

●問8 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか。（１つだけ） 

●問9 15分位続けて歩いていますか。（１つだけ） 

 

【全体】 

○ 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っているかについて、「できない」が19.3％となってい

ます。 

○ 椅子に座った状態からの立ち上がりについて、「できない」が 12.3％となっています。 

○ 15 分位続けての歩行について、「できない」が 8.7％となっています。 

【階段を手すりや壁をつたわらずに昇っているか】 

 

【椅子に座った状態からの立ち上がり】 

 

【15 分位続けての歩行】 
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●問10 過去１年間に転んだ経験がありますか。（１つだけ） 

 

【全体】 

○ 転倒経験について、「ない」が 63.5％で最も多く、次いで「１度ある」が 23.9％、「何度も

ある」が 11.0％となっています。 

【転倒経験】 

 

 

●問11 転倒に対する不安は大きいですか。（１つだけ） 

 

【全体】 

○ 転倒に対する不安について、「やや不安である」が40.4％で最も多く、次いで「あまり不安

でない」が 27.0％、「不安でない」が 16.1％となっています。「とても不安である」「やや

不安である」を合わせた“不安である”は 55.1％となっています。 

○ 前回調査と比べて、“不安である”が 6.8 ポイント多くなっています。 

【転倒に対する不安】 
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◆運動器の機能低下リスクの判定 

●リスク判定方法 

5 項目のうち 3 項目以上に該当する場合、「運動器の機能が低下している」と判定しました。 

問番号 判定設問 該当する選択肢 

７ 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか。 ３．できない 

８ 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか。 ３．できない 

９ 15 分位続けて歩いていますか。 ３．できない 

10 過去１年間に転んだ経験がありますか。 
１．何度もある 

２．１度ある 

11 転倒に対する不安は大きいですか。 
１．とても不安である 

２．やや不安である 

 

【全体】 

○ 運動器の機能低下リスクについて、「該当（リスクあり）」が 17.2％、「非該当（リスクな

し）」が 82.8％となっています。 

【性・年齢】 

○ 男女ともに前期高齢者では「該当（リスクあり）」が１割未満であるのに対し、後期高齢者

では男性で 22.9％、女性で 33.2％となっています。 

【運動器の機能低下リスク】 
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【圏域】 

○ 藍では、他の圏域に比べて「該当（リスクあり）」が少なくなっています。 

【認定該当状況】 

○ 一般高齢者では、「該当（リスクあり）」が 8.8％であるのに対し、要支援１・２では

62.2％となっています。 

【主観的健康感※】 

○ 健康感がよくない人ほど「該当（リスクあり）」が多くなる傾向がみられます。 

【運動器の機能低下リスク】 

 

 

※主観的健康感…P.79 参照 
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◆転倒リスクの判定 

●リスク判定方法 

下記に該当する場合、「転倒リスクがある」と判定しました。 

問番号 判定設問 該当する選択肢 

10 過去１年間に転んだ経験がありますか。 
１．何度もある 

２．１度ある 

 

【全体】 

○ 転倒リスクについて、「該当（リスクあり）」が 34.8％、「非該当（リスクなし）」が

65.2％となっています。 

【性・年齢】 

○ 男女ともに前期高齢者では「該当（リスクあり）」が約３割、後期高齢者では約４割となっています。

【認定該当状況】 

○ 一般高齢者では、「該当（リスクあり）」が 30.0％となっています。 

○ 要支援１・２では、「該当（リスクあり）」が一般高齢者の２倍となっています。 

【転倒リスク】 

 



 

16 

 

(2) 外出の状況 

① 外出の頻度 

●問12 週に１回以上は外出していますか。（１つだけ） 

 

【全体】 

○ 外出頻度について、「週２～４回」が 42.9％で最も多く、次いで「週５回以上」が

34.0％、「週１回」が 14.8％となっています。 

【外出頻度】 
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◆閉じこもりのリスクの判定 

●リスク判定方法 

下記に該当する場合、「閉じこもり傾向がある」と判定しました。 

問番号 判定設問 該当する選択肢 

12 週に１回以上は外出していますか。 
１．ほとんど外出しない 

２．週１回 

 

【全体】 

○ 閉じこもりのリスクについて、「該当（リスクあり）」が 21.5％、「非該当（リスクなし）」

が 78.5％となっています。 

【性・年齢】 

○ 男女ともに前期高齢者では「該当（リスクあり）」が約１割であるのに対し、後期高齢者で

は男性で 23.6％、女性で 38.4％となっています。 

【閉じこもりのリスク】 
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【圏域】 

○ 三輪北・小野・高平、広野・本庄では他の圏域に比べて「該当（リスクあり）」が多くなっ

ています。 

【認定該当状況】 

○ 一般高齢者では 16.3％、要支援１・２では 48.0％が「該当（リスクあり）」となっていま

す。 

【主観的健康感】 

○ 健康感がよくない人ほど「該当（リスクあり）」が多くなる傾向がみられます。 

【閉じこもりのリスク】 
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●問13 昨年と比べて外出の回数が減っていますか。（１つだけ） 

 

【全体】 

○ 昨年と比べた外出の回数について、「減っていない」が33.2％で最も多く、次いで「あまり

減っていない」が 32.4％、「減っている」が 27.9％となっています。「とても減っている」

「減っている」を合わせた“減っている”は 33.1％となっています。 

【性・年齢】 

○ 男女ともに後期高齢者では前期高齢者に比べて“減っている”が多く、特に女性では

49.9％となっています。 

【認定該当状況】 

○ 一般高齢者では、“減っている”は 27.0％であるのに対し、要支援１・２では 65.7％とな

っています。 

【昨年と比べた外出の回数】 
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② 外出を控えているか 

●問14 外出を控えていますか。（１つだけ） 

 

【全体】 

○ 外出を控えているかについて、「はい（控えている）」が 33.5％、「いいえ（控えていな

い）」が 64.1％となっています。 

○ 前回調査と比べて、「はい（控えている）」が 14.0 ポイント多くなっています。 

【性・年齢】 

○ 男女ともに後期高齢者では前期高齢者に比べて「はい（控えている）」が多く、特に女性で

は 51.2％となっています。 

【認定該当状況】 

○ 一般高齢者では、「はい（控えている）」が 27.6％であるのに対し、要支援１・２では

64.8％となっています。 

【外出を控えているか】 
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●問15 〔外出を控えている方のみ〕外出を控えている理由は、次のどれですか。（いくつで

も） 

 

【全体】 

○ 外出を控えている理由について、「その他」が 57.6％で最も多く、次いで「足腰などの痛

み」が 33.4％、「トイレの心配（失禁など）」「交通手段がない」が 11.6％となっていま

す。 

○ その他の内訳をみると、「新型コロナウイルス感染予防」が 87.0％となっています。 

【外出を控えている理由(MA)】 

［今回調査（R4 年度）］            ［前回調査（R元年度）］ 

 

【外出を控えている理由「その他」の内訳】 
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【性・年齢】 

○ 男女ともに後期高齢者では前期高齢者に比べて「足腰などの痛み」が多く、約４割となっ

ています。 

○ 男女ともに後期高齢者では前期高齢者に比べて「外での楽しみがない」が多く、特に男性

では 16.7％となっています。 

○ 男女ともに後期高齢者では前期高齢者に比べて「交通手段がない」が多く、特に女性では

17.9％となっています。 

【圏域】 

○ 「足腰などの痛み」は三田・三輪南が 41.1％、三輪北・小野・高平が 39.8％と他の圏域に

比べて多くなっています。 

○ 「外での楽しみがない」は広野・本庄が 13.5％と他の圏域に比べて多くなっています。 

○ 「交通手段がない」は三輪北・小野・高平が 17.1％、広野・本庄が 14.4％と他の圏域に比

べて多くなっています。 

【認定該当状況】 

○ 一般高齢者では「足腰などの痛み」が 23.9％であるのに対し、要支援１・２では 55.2％と

なっています。 
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③ 外出の際の移動手段 

●問16 外出する際の移動手段は何ですか。（いくつでも） 

 

【全体】 

○ 外出する際の移動手段について、「自動車（自分で運転）」が 57.1％で最も多く、次いで

「徒歩」が 54.6％、「電車」が 27.5％となっています。 

○ 前回調査と比べて、「電車」が 7.6 ポイント少なくなっています。 

【外出する際の移動手段(MA)】 

［今回調査（R4 年度）］            ［前回調査（R元年度）］ 
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【性・年齢】 

○ 前期・後期高齢者ともに女性では男性に比べて「自動車（人に乗せてもらう）」が多くなっ

ています。また、女性の前期高齢者では「自動車（自分で運転）」が65.7％となっています

が、女性の後期高齢者では 22.2％となっています。 

【圏域】 

○ 三田・三輪南、フラワー、ウッディ・カルチャーでは「徒歩」、三輪北・小野・高平、広

野・本庄、藍では「自動車（自分で運転）」が最も多くなっています。 

【認定該当状況】 

○ 一般高齢者では、「自動車（自分で運転）」が 65.1％であるのに対し、要支援１・２では

16.3％となっています。一方で、「自動車（人に乗せてもらう）」は、一般高齢者では

22.7％であるのに対し、要支援１・２では 47.7％となっています。 
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5． 食べることについて 

(1) 口腔 

① 口内の健康状態 

●問18 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか。（１つだけ） 

●問19 お茶や汁物等でむせることがありますか。（１つだけ） 

●問20 口の渇きが気になりますか。（１つだけ） 

 

【全体】 

○ 半年前に比べて固いものが食べにくくなったかについて、「はい」が 28.6％となっていま

す。 

○ お茶や汁物等でむせることがあるかについて、「はい」が 30.1％となっています。 

○ 口の渇きが気になるかについて、「はい」が 29.3％となっています。 

【半年前に比べて固いものが食べにくくなったか】 

 

【お茶や汁物等でむせることがあるか】 

 

【口の渇きが気になるか】 
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◆口腔機能の低下リスクの判定 

●リスク判定方法 

３項目のうち２項目以上に該当する場合、「口腔機能が低下している」と判定しました。 

問番号 判定設問 該当する選択肢 

18 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか。 １．はい 

19 お茶や汁物等でむせることがありますか。 １．はい 

20 口の渇きが気になりますか。 １．はい 

 

【全体】 

○ 口腔機能の低下リスクについて、「該当（リスクあり）」が 25.5％、「非該当（リスクな

し）」が 74.5％となっています。 

【性・年齢】 

○ 男女ともに前期高齢者では「該当（リスクあり）」が約２割であるのに対し、後期高齢者で

は約３割以上となっています。 

【口腔機能の低下リスク】 
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【認定該当状況】 

○ 一般高齢者では、「該当（リスクあり）」が 22.3％、要支援１・２では 42.2％となっていま

す。 

【主観的健康感】 

○ 健康感がよくない人ほど「該当（リスクあり）」が多くなる傾向がみられます。 

【口腔機能の低下リスク】 
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② 歯の状況 

●問21 歯磨き（人にやってもらう場合も含む）を毎日していますか。（１つだけ） 

 

【全体】 

○ 歯磨きを毎日しているかについて、「はい」が 91.5％、「いいえ」が 7.1％となっていま

す。 

【歯磨きを毎日しているか】 
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●問22 歯の数と入れ歯の利用状況を教えてください。（１つだけ） 

 

【全体】 

○ 歯の本数と入れ歯の利用状況について、「自分の歯は 20 本以上、入れ歯の利用なし」が

38.8％で最も多く、次いで「自分の歯は 19 本以下、かつ入れ歯を利用」が 32.9％、「自分

の歯は 20本以上、かつ入れ歯を利用」が 14.8％となっています。「自分の歯は 20本以上、

かつ入れ歯を利用」「自分の歯は 20 本以上、入れ歯の利用なし」を合わせた“自分の歯は

20 本以上”は 53.6％となっています。 

【年齢】 

○ “自分の歯は 20 本以上”は、80～84 歳で 42.9％、85 歳以上で 37.4％となっています。 

【歯の数と入れ歯の利用状況】 
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【圏域】 

○ 広野・本庄では他の圏域に比べて“自分の歯は 20 本以上”が 40.3％と少なくなっていま

す。また、フラワー、ウッディ・カルチャーでは約６割と多くなっています。 

【認定該当状況】 

○ 一般高齢者では、“自分の歯は 20 本以上”は 56.7％であるのに対し、要支援１・２では

38.6％となっています。 

【歯の数と入れ歯の利用状況】 
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●問23 噛み合わせは良いですか。（１つだけ） 

 

【全体】 

○ 噛み合わせは良いかについて、「はい」が 77.5％、「いいえ」が 19.6％となっています。 

【噛み合わせは良いか】 
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●問24 〔入れ歯を利用している方のみ〕毎日入れ歯の手入れをしていますか。（１つだけ） 

 

【全体】 

○ 毎日入れ歯の手入れをしているかについて、「はい」が 86.6％、「いいえ」が 7.8％となっ

ています。 

【性・年齢】 

○ 前期・後期高齢者ともに男性では女性に比べて「いいえ」が多くなっています。 

【毎日入れ歯の手入れをしているか】 
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(2) 栄養 

① 体重の状況 

●問17 身長・体重を教えてください。 

 

◆低栄養が疑われる高齢者 

●判定方法 

身長と体重から BMI（肥満度を示す体格指数）を算出し、下記に該当する場合、「低栄養が疑わ

れる高齢者」と判定しました。 

問番号 判定設問 該当する場合 

17 身長・体重を教えてください。 
BMI;体重（kg）÷｛身長（m）×身長（m）｝ 

＝18.5 以下 

 

【全体】 

○ 低栄養が疑われる高齢者について、「該当」が 8.4％、「非該当」が 91.6％となっていま

す。 

【低栄養が疑われる高齢者】 
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【主観的健康感】 

○ 健康感がよくない人ほど「該当（リスクあり）」が多くなる傾向がみられます。 

【栄養改善のリスク】 

 

 

●問25 ６か月間で２～３kg以上の体重減少がありましたか。（１つだけ） 

 

【全体】 

○ ６か月間で２～３㎏の体重減少があったかについて、「はい」が 12.9％、「いいえ」が

84.3％となっています。 

【６か月間で２～３kg 以上の体重減少があったか】 
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◆低栄養のリスクの判定 

●リスク判定方法 

２項目ともに該当する場合、「低栄養状態にある」と判定しました。 

問番号 判定設問 該当する選択肢 

17 BMI：体重（kg）÷｛身長（m）×身長（m）｝ 18.5 以下 

25 6 か月間で２～３kg 以上の体重減少がありましたか。 １．はい 

 

【全体】 

○ 低栄養のリスクについて、「該当（リスクあり）」が 1.3％、「非該当（リスクなし）」が

98.7％となっています。 

【性・年齢】 

○ 女性 後期高齢者では、「該当（リスクあり）」が2.4％と他の区分に比べて多くなっていま

す。 

【圏域】 

○ 三田・三輪南では、「該当（リスクあり）」が2.4％と他の圏域に比べて多くなっています。 

【低栄養のリスク】 
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【主観的健康感】 

○ 健康感がよくない人では「該当（リスクあり）」が 9.5％と他の区分に比べて多くなってい

ます。 

【低栄養のリスク】 
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② 孤食の状況 

●問26 どなたかと食事をともにする機会はありますか。（１つだけ） 

 

【全体】 

○ 共食の有無について、「毎日ある」が 62.5％で最も多く、次いで「月に何度かある」が

11.0％、「年に何度かある」が 9.2％となっています。 

【性・年齢】 

○ 女性の後期高齢者では「毎日ある」が 50.6％と他の区分に比べて少なくなっています。 

【圏域】 

○ 三田・三輪南では他の圏域に比べて「毎日ある」が少なく、「月に何度かある」が多くなっ

ています。 

【共食の有無】 
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【認定該当状況】 

○ 要支援１・２では一般高齢者に比べて「毎日ある」が少なく、「ほとんどない」が多くなっ

ています。 

【家族構成】 

○ 一人暮らしでは「毎日ある」が 5.3％と他の区分の約７割に比べて少なく、「ほとんどな

い」が 20.3％となっています。 

【幸福感】 

○ 幸福感が低くなるほど「毎日ある」が少なくなる傾向がみられます。 

【閉じこもりのリスク】 

○ 閉じこもりのリスク該当者では非該当者に比べて「毎日ある」が少なく、「ほとんどない」

が多くなっています。 

【共食の有無】 

 

 

  


